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第２回 小平・村山・大和衛生組合資源物中間処理施設運営連絡会 

 
議事要録 

 

 日 時：平成３１年３月２３日（土） 

午前１０時から午前１１時２０分 

 場 所：資源物中間処理施設 

 参加者：３名 

 傍聴者：８名 

 

組合が配布した資料を説明し、意見交換を行った。 

＜説明内容＞ 

１ 今後の予定 

３月２４日（日）午後  ドローンを用いた航空写真の撮影 

３月３１日（日）１０時から１１時   資源物中間処理施設開所式 

４月 １日（月）８時３０分から  資源物の受入・操業開始 

 ・資源物の受入時間：８時３０分から午後４時４５分 

 ・施設操業時間  ：８時３０分から午後５時  

※繁忙期等は午後８時まで延長の場合あり 

   ・搬入台数は３２台程度、その他に搬出車両（大型車）が数台程度あり     

４月 ９日（火）  暗騒音・暗振動の測定、予備性能試験 

４月１６日（火）  引渡性能試験 

 

２ 予備性能試験及び引渡性能試験の内容 

（１）処理能力に係る試験 

  ①処理能力 ②選別能力 

（２）環境影響に係る試験 

  ①騒音 ②振動 ③悪臭 ④ＶＯＣ ⑤粉じん ⑥作業環境 

 

３ 車両動線に係る東大和警察との調整結果 

（１）敷地への入退場について 

安全を考え、左折入場、左折退場とすること。 

（２）搬出車両の公道走行の分散について 

退場車両が西武鉄道線路沿いの道を、西側に走行することは考慮できる範囲で

ある。 
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４ その他 

（１）予備性能試験及び引渡性能試験は、事前に申し込みが必要 

（２）排気口からの排気の流れを調べるためには、何らかの目に見える気体（発煙筒）

などが必要であり、時期を見て、消防署及び周辺地域の了解が得られた場合実

施する。 

 

＜確認事項＞ 

 ・運営連絡会は、２か月に１度の頻度で開催する。 

 ・次回は５月２５日（土）に開催する。 

 ・次回、ＶＯＣなど環境測定結果を報告する。 

 

＜意見交換＞ 

（委員） 

ブランク（施設がない状態での数値））の環境調査は、９日と１０日に実施するこ

との認識でよいですか。 

（組合） 

  ブランク試験は、事前（施設ができる前）に行っていますので今回は行いません。

Ｔ－ＶＯＣの事前の測定結果は、敷地境界で４２㎍／㎥でした。今回は施設の環

境性能を測定するもので、Ｔ－ＶＯＣについては排気口において４００㎍／㎥以

下にする予定です。 

（委員） 

  ４２㎍／㎥は、ブランクの値との認識でよいですか。 

（組合） 

  はい。 

（委員） 

  ４００㎍／㎥は新築の家とかで出ている数値で、工場に適用される一番厳しい基

準との認識でよいですか。 

（組合） 

  ４００㎍／㎥は家の中の基準として厚労省の検討会が検討している値で、４００

ppmＣはＶＯＣを排出している工場に適用される値です。 

（委員） 

  厚労省の値（㎍／㎥）と工場に適応される値（ppmＣ）が分かりずらいので、分

かりやすい資料を提出してほしい。 

（組合） 

  分かりました。 
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（委員） 

  第１回の運営連絡会で、次回は３月２３日、年２回開催するとの話があった。 

  これに対して、委員からは１月か２月に開催してほしいとの意見が何件かあった。 

  意見を聞かず、連絡もないのはおかしい。不信感が増幅する。 

（組合） 

  そのような意見は確かにありました。連絡をしなかったことは申し訳ないと思っ

ています。 

（委員） 

  第１回の運営連絡会のときに、３市の責任者と行政担当者が出席しあいさつをす

べきではなかったか。 

（組合） 

  地域連絡協議会は、施設建設について地域住民の方と意見調整をさせていただく

ため設置させていただきました。理事者のあいさつは、この中でさせていただき

ました。 

運営連絡会は、その一環で開催するものです。 

施設の運営は組合の仕事ですので、組合が開催させていただきます。 

（委員） 

  運営連絡会は、地域連絡協議会と基本的に別なので、管理者があいさつしないこ

とにはならない。 

 

（委員） 

  行政担当の方だって、参加していただかないと。行政に言うと組合がやっている、

組合に言うと行政それぞれだからって話になってしまうので、その辺も検討して

もらいたい。 

 

（委員） 

  地域連絡協議会で意見が出たことについて、当然、運営連絡会の中でも同じよう

に担保されるということですね。 

（組合） 

  すべてではありませんが、できることは施設の設計に活かしています。 

（委員） 

  運営に関してもそうですね。 

（組合） 

  そのように考えています。不安なところがあれば、意見交換を行わせていただき、

良い施設として運営していきたいと考えています。 
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（委員） 

  搬入車両は、施設から出て、南に突き当たって右折側には行っているのですが、 

  左折側に行っていない理由を教えてください。 

（組合） 

  右側は遠回りになります。ただ、皆さんの安全を考慮する必要があれば、運用の

中で研究していきます。 

（委員） 

  警察の見解はどうですか。 

（組合） 

  この件について、特段の指導はありませんでした。 

（委員） 

  組合が示した道は、抜け道として利用する車もあるので、運用ではなくてはっき

りとした形で対応してください。通るルートを分散することで交通に対する負荷

を減らすことも必要だと思う。必ずしも、組合の示した道を通らなければならな

い、というのではなく、交通量を見て分散した運用を検討してください。 

（組合） 

  基本的には、組合が示した道路を利用します。その後施設の稼働状況を見て、交

通渋滞が起きるようなことがあれば、別ルートも考えます。 

（委員） 

  道路を一か所にすると当然道路も傷む、渋滞だけではない。 

（組合） 

  一日平均で３０数台の車両が通って、道路が傷むということは考えづらい。皆さ

んが生活道としているところに収集車が走るようになる、という影響があるので

ルートは決めておく必要があります。今回は、お示ししたルートでいかせていた

だきます。 

（委員） 

  見直しの判断は、委員からの申し入れがあった場合ですか。 

（組合） 

  実害があった場合見直します。 

（委員） 

  ルートに限らず、見直しや意見交換をするのが運営連絡会の場であると考えてよ

ろしいですか。 

（組合） 

  はい。 
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（委員） 

  それは、随時申し入れてもよいのですよね。問題があれば直接でも。 

（組合） 

  直接でも結構ですが、運営連絡会で合意できればよいと思っています。 

 

（組合） 

  その他のところで何かありますか。 

  次回は、５月１８日（土）に開催したいと思いますが、いかがですか。 

  ※ 調整の結果、次回は５月２５日（土）の開催となった。 

（委員） 

  運営連絡会の開催は、２か月に１回に増やすということですが、運営が始まった

ばかりなので、もっとこまめにやっていただきたい。 

（組合） 

  分かりました。 

（組合） 

  最後に、地域連絡協議会で、排気の向きを調べてほしいという意見がありました。 

  ドライアイスを使うなど、どのような方法が良いのか検討中です。 

（委員） 

  議事録は、各委員に見ていただいたうえで上げてもらいたい。 

（組合） 

  承知しました。 

（委員） 

  運営連絡会の対象となる自治会、理事会の範囲（敷地中心から半径２００ｍ）は

暫定的なものと考えてよいですか。 

（組合） 

  今のところ、変える考えは（暫定的では）ありません。 

（委員） 

  環境測定データが、組合の示した基準を超えたら操業は一旦停止するのですか。 

（組合） 

  そのようにします。 

 

 


